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KPMGあずさサステナビリティ株式会社 

東京事務所 

業 務 責 任 者 家弓 新之助 

 

 

結結論論  

当社は、花王株式会社（以下「会社」という。）の「花王サステナビリティレポート2026」（以下「サ

ステナビリティレポート」という。）に含まれる2025年１月１日から2025年12月31日までの期間の マー

クの付されている環境・社会パフォーマンス指標（以下「主題情報」という。）が、サステナビリティレ

ポートに記載されている会社が定めた主題情報の作成規準（以下「会社の定める規準」という。）に準拠

して作成されているかどうかについて限定的保証業務を実施した。 

実施した手続及び入手した証拠に基づいて、主題情報が会社の定める規準に準拠して作成されていな

かったと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。 

 

結結論論のの根根拠拠  

当社は、国際監査・保証基準審議会（IAASB）が公表した国際保証業務基準（ISAE）3000（改訂）「過

去財務情報の監査又はレビュー以外の保証業務」及びISAE3410「温室効果ガス報告に対する保証業務」

に準拠して業務を実施した。同基準における当社の責任は、本報告書の「業務実施者の責任」に記載さ

れている。 

当社は、国際会計士倫理基準審議会（IESBA）が公表した「職業会計士のための国際倫理規程（国際独

立性基準を含む。）」に定められる独立性及びその他職業倫理に関する規定に準拠している。 

当社は、IAASBが公表した国際品質マネジメント基準（ISQM）第１号「財務諸表の監査若しくはレビュー

又はその他の保証若しくは関連サービス業務を行う事務所の品質マネジメント」を適用している。同基

準は、職業倫理に関する規定、職業的専門家としての基準及び適用される法令等の遵守に関する方針又

は手続を含む品質管理システムを整備及び運用することを事務所に対して要求している。 

当社は、結論の基礎となる十分かつ適切な証拠を入手したと判断している。 

 

そそのの他他のの記記載載内内容容  

当社の主題情報に対する結論の対象には、主題情報及びその保証報告書以外の情報（以下「その他の

記載内容」という。）は含まれない。当社はその他の記載内容を通読したが、追加的な手続は実施してい

ない。また、当社はその他の記載内容に対して結論を表明するものではない。 

 

主主題題情情報報にに責責任任をを負負うう者者のの責責任任  

会社の経営者は、以下に対する責任を有する。 

・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない主題情報の作成に関連する内部統制を整備及び運用する

こと 

・ 主題情報の作成に適合する規準を選択又は策定し、使用した規準を適切に参照又は説明すること 

 

 

・ 会社の定める規準に準拠して主題情報を作成すること 

 

主主題題情情報報のの測測定定又又はは評評価価ににおおけけるる固固有有のの限限界界  

サステナビリティレポートの「脱炭素」内の注記に記載されているように、温室効果ガス排出量の定

量化は、活動量データの測定、及び排出係数の決定に関する不確実性並びに地球温暖化係数の決定に関

する科学的不確実性にさらされている。 

したがって、経営者が、許容可能な範囲で異なる測定方法、活動量、排出係数、仮定を選択した場合、

報告される値が重要な程度に異なる可能性がある。 

 

業業務務実実施施者者のの責責任任  

業務実施者は、以下に対する責任を有する。 

・ 主題情報に不正又は誤謬による重要な虚偽表示がないかどうかについて限定的保証を得るために業

務を計画し実施すること 

・ 実施した手続及び入手した証拠に基づき、独立の立場から結論を形成すること 

・ 経営者に対して結論を報告すること 

当社は、業務の過程を通じて、職業的専門家としての判断を行使し、職業的専門家としての懐疑心を

保持した。当社は、主題情報に関して結論の基礎となる十分かつ適切な証拠を入手するための手続を立

案し、実施した。選択した手続は、主題情報及びその他業務環境に関する当社の理解と、重要な虚偽表

示が生じやすい領域の検討に基づいている。業務を実施するに当たり、当社は主に以下の手続を行った。 

・ 主題情報の作成に適用される規準の妥当性の評価 

・ 会社の従業員に対する、主題情報の作成に関連する主要なプロセス、システム、及び内部統制につい

ての質問 

・ 分析的手続（傾向分析を含む）の実施 

・ 重要な虚偽表示リスクの識別・評価 

・ リスク評価の結果に基づき選定した国内 1 工場、海外 1工場における現地往査 

・ 主題情報に含まれる数値情報についてサンプルベースによる再計算の実施 

・ 抽出したサンプルに関する入手した証憑との突合 

・ 主題情報が会社の定める規準に従って表示されているかどうかの評価 

限定的保証業務で実施される手続の種類と時期には幅があり、合理的保証業務に比べて手続の範囲が

限定されている。したがって、限定的保証業務で得られる保証の水準は、合理的保証業務が実施されて

いれば得られたであろう保証水準よりも低い。  

 

以 上 
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花王サステナビリティレポート2026は環境・社会パフォーマンス指標に関して、より高い透
明性を確保して情報公開を行うためにKPMGあずさサステナビリティ株式会社による第三者保
証を受けています。なお、保証対象指標には  マークを表示しています。

環境・社会パフォーマンス指標の集計範囲

花王株式会社、子会社およびニベア花王を集計範囲としていますが、受容性と多様性のある
職場に関わるデータについては花王株式会社および子会社を集計範囲としています。集計範囲
が異なる場合は、グラフの注釈および文中に明記しています。

カテゴリー データ 該当ページ

責任ある
原材料調達

家庭用製品に使用した認証紙製品・パルプの比率 P132

認証油購入実績（花王グループ） P133

Tier1重要サプライヤー 総数 P136

Tier1重要サプライヤー 支出割合 P136

Non-Tier1重要サプライヤー 総数 P136

重要サプライヤーのうち、デスクトップ調査を受けたサプライヤーの総数 P136

脱炭素

エネルギー使用量（全拠点） P149/P151

温室効果ガス排出量（全拠点） P149/P150

製品ライフサイクル全体のCO2排出量および絶対量削減率（花王グループ） P149/P150

スコープ1 温室効果ガス排出量（全拠点） P150

スコープ2 温室効果ガス排出量（全拠点） P150

スコープ3 温室効果ガス排出量 ※1,4,11,12のみ P150

輸送時のCO2排出量（日本） P151/P155

ごみゼロ
拠点の廃棄物等発生量 P164

廃棄物等のうち再使用・リサイクルされた量 P164

水保全

水使用量（取水量）（全拠点） P176

製品ライフサイクル全体の水使用量および原単位（売上高）削減率（花王グループ） P177

水源別取水量（全拠点） P180

放流先別排水量（全拠点） P180

大気および
水質汚染防止

NOx排出量（全生産拠点） P192

揮発性有機化合物（VOC）の大気中への総排出量（日本花王グループ） P192/P193

COD汚濁負荷量（自工場から直接公共水域に工業廃水を排出している工場） P192

製品ライフ 
サイクルと 
環境負荷

OUTPUT：原材料購入 -CO2排出量 
OUTPUT：輸送-CO2排出量
OUTPUT：使用-CO2排出量
OUTPUT：廃棄・リサイクル-CO2排出量

P198

受容性と多様性の
ある職場

基本給＋その他現金インセンティブ 年間平均額（円）（男女別）（花王グループ） P266

基本給 年間平均額（円）（男女別）（花王グループ） P266

社員の健康増進と
安全

社員＋派遣社員（花王グループ）の死亡、機能損失災害 P295

協力会社（花王グループ）の死亡、機能損失災害 P295

社員＋派遣社員（花王グループ）の休業度数率 P295

協力会社（花王グループ）の休業度数率 P295

社員＋派遣社員（花王グループ）の業務上疾病による休業者数 P295

保証対象データ
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